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令和４年度 秋⽥市社会福祉⼤会 開催要綱 
 

１ 

 

 

趣 旨  少⼦⾼齢化や⼈⼝減少、核家族化、地域のつながりや近隣の⼈間関係の希薄化
などにより、地域住⺠が抱える課題が複雑化・多様化してきている状況の中で、
新型コロナウイルスの影響により、⾼齢者のフレイル（加齢による⼼⾝の衰えや
社会とのつながりの減少、機能低下）の進⾏、⽣活困窮世帯の増加等さまざまな
課題が更に発⽣しています。 

また、新型コロナウイルスは私たちの⽇常⽣活を⼀変し、「ふつうの暮らし」
「社会的なつながり」などすべてのことが今までにない試練に直⾯しています。 
 そうした中で、地域では「地域共⽣社会」「地域包括ケアシステム」「エイジフ
レンドリー」の実現に向けて、これまでの経験で養ってきた知識と知恵と⼯夫で
コロナ禍でも助けあい⽀えあいの精神のもと「今できること」を合⾔葉にこの難
局を乗り越えようと実現に取り組んでいます。 
 本⼤会を契機に、秋⽥市社会福祉協議会の「秋⽥市地域福祉アクションプラン
2019」（地域福祉活動計画）に基づき、「誰もが安⼼して暮らせるまちづくりをみ
んなの⼿で」の実現に向けて⾏政、社会福祉協議会、⺠⽣委児童委員協議会、町
内会、福祉協⼒員、ボランティア等関係機関から福祉・医療機関等幅広い分野で
のより⼀層の連携強化を図り、地域住⺠⼀⼈ひとりが地域課題を「我が事」とし
て捉え、お互いが⽀えあうまちづくりを推進してまいります。 

    

２ ⼤ 会 テ ー マ  「広げよう 命を守る 地域の絆」 
    

３ 主 催  秋⽥市社会福祉協議会 

   秋⽥市⺠⽣児童委員協議会 
    

４ 後 援  秋⽥市・秋⽥市共同募⾦委員会 
    

５ 開 催 期 ⽇  令和 4 年 10 ⽉ 31 ⽇（⽉） 午後 2 時〜午後 4 時 
    

６ 会 場  あきた芸術劇場ミルハス 中ホール 
    

７ ⼤ 会 事 務 局  秋⽥市社会福祉協議会 

 

 

 

 

 秋⽥市⼋橋南⼀丁⽬ 8-2  電話 862-7445 
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８ ⽇程・内容 
 

13:00 受付  

14:00 開会 社会福祉関係者物故者に対する黙祷 

 式典 あいさつ 秋⽥市社会福祉協議会会⻑ 

  お祝いのことば 秋⽥市⻑ 

  表彰状・感謝状贈呈 秋⽥市社会福祉協議会会⻑ 

  被表彰者代表謝辞  

  来賓祝辞 秋⽥市議会議⻑ 

   秋⽥県社会福祉協議会会⻑ 

  来賓紹介  

 式典終了   

14:50 講演 「ウイルスと共存してきた⼈類 
         ―感じる感染症学 序章―」 

秋⽥⾚⼗字病院 健診部医師 予防接種センター⻑ 
元ＷＨＯ医務官（拡⼤予防接種計画担当） 

      遠
とお

 ⽥
だ

 耕
こう

 平
へい

 ⽒ 

   

16:00 閉会 閉会のあいさつ 秋⽥市⺠⽣児童委員協議会会⻑ 
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令 和 ４ 年 度  社 会 福 祉 功 労 者 名 簿  

秋 ⽥ 市 社 会 福 祉 協 議 会 表 彰 状  

 

（イ）⻑年地区社会福祉協議会役員として社会福祉事業の推進に貢献しその功績顕著な⽅ 

 

 

（ロ）地区社会福祉協議会の活動を通して地域福祉向上に⻑年尽⼒され、その功績顕著な⽅ 

地 区 ⽒  名  地 区 ⽒  名 

泉 関   満 夫  飯   島 ⽥ 村 富 裕 

港 北 ⽥ 松   滋  〃 吉 野 敬 ⼆ 

旭 川 斎 藤 朗 ⼦  〃 阿 部 春 雄 

河 辺 鈴 ⽊ サキヱ  下 新 城 三 浦 芳 枝 

〃 藤 原 正 俊  ⼤ 住 池 ⽥ ⼀ 機 

〃 ⽥ ⼝   学 

地 区 ⽒  名  地 区 ⽒  名 

広 ⾯ ⽊ 曽 勝 広  桜   ⼩ 柿 崎 嘉 明 

東 湯 沢 清 和  ⽜ 島 ⾈ ⽊ 栄 治 

〃 ⼩ 寺   正  〃 佐 藤 富 夫 

〃 坂⽥⾕ 義 憲  〃 塩 ⾕ 正 ⽂ 

〃 伊 藤   守  ⼤ 住 ⽥ 村 ⼀ 夫 

〃 ⼩ 松 喜⼀郎  〃 塚 ⽥ 朋 ⼦ 

〃 川 辺   敏  寺 内 加賀⾕ 恭 悦 

下 北 ⼿ ⻄ 台 祥 ⼦  上 新 城 ⾼ 橋 永 ⼦ 

桜 ⼩ ⼩ 林 三喜雄   下 浜   渡 邉 慶 治 

〃 ⼭ ⽥ 博 忠 
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（ハ）⻑年にわたり家庭においてご家族の介護に尽くされ、その善⾏顕著な⽅ 

地 区 ⽒  名 

下 北 ⼿ 村 越 照 ⼦ 

新 屋 ⼤ 島 ⾹代⼦ 

〃 五⼗嵐   哲 

〃 佐々⽊ 恵 代 

〃 佐 藤 晴 ⼦ 

〃 尾 形 ⽂ ⼦ 

〃 野 ⼝ 紀 雄 

港 北 
中 本 幸太郎 

中 本 将 光 

 

（⼆）⻑年ボランティア活動または地域福祉活動等をしている個⼈・団体 

地 区 ⽒  名 

港 北 
池 ⽥ 和 彦 

池 ⽥ シン⼦ 
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秋 ⽥ 市 社 会 福 祉 協 議 会 感 謝 状  
 

（イ）⺠⽣委員・児童委員として 25 年以上在任し、地域福祉に貢献されている⽅ 

地 区 ⽒  名 

⼤ 住 ⼩ 松 友 ⼦ 

河 辺 髙 橋 啓 ⼦ 

旭 北 稲 岡 万紀⼦ 

 

（ロ）本会の役員および評議員として通算 10 年以上在任し、退任された⽅ 

地 区 ⽒  名 

仁 井 ⽥ 上 村 清 ⼀ 

 

（ハ）地区社協会⻑として通算 10 年以上在任し、退任された⽅ 

地 区 ⽒  名 

新 屋 勝 平 野 ⼝ 良 孝 
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講演「ウイルスと共存してきた⼈類 
         ―感じる感染症学 序章―」 

 
講師プロフィール 
 
遠⽥ 耕平（とおだ こうへい） 
秋⽥⾚⼗字病院 健診部医師 
予防接種センター⻑ 
元 WHO 医務官（拡⼤予防接種計画担当） 

 
 
 
 
 
 

 

 

1983 年 秋⽥⼤学医学部卒業 同⼤学消化器外科外科⼊局、病理学博⼠号 
 

1991 年 ロンドン⼤学熱帯医学校（LSHTM）修⼠ 
 

1993 年から拡⼤予防接種計画（EPI）担当 WHO 医務官 
ベトナム、インド、ネパール、ミャンマー、カンボジア、フィリピン等でチーム
リーダーとして感染症サーベイランス、ポリオ根絶計画、⿇疹⾵疹根絶計画、ジ
フテリア、⽇本脳炎対策等に従事、2018 年より現職厚⽣労働省⽇本ポリオ根絶会
議構成員(2019 年〜)。 
 

2021 年⼤⼭健康財団賞受賞 
 

専⾨領域：予防接種、ワクチン、感染症 
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秋田市社会福祉協議会の歩み 

昭和２４年 ９月  秋田市社福協の前身である「秋田市社会福祉事業協会」が発足、初代会長に田口長太

郎氏就任 

２５年１２月  財団法人として認可 

２６年 ３月  事務所を秋田市役所厚生課から長野町(現、中通二丁目)に移転 

昭和２７年 ４月  財団法人を解散し「社会福祉法人秋田市社会福祉事業協会」に組織変更 

２８年 ３月  「社会福祉法人秋田市社会福祉協議会」に名称変更 

２９年１０月  地区社会福祉協議会が発足 

３１年 ３月  世帯更生資金制度が発足 

４月  第二代会長に小西伝助氏就任 

３２年 ３月  「福祉事業基金特別会計」を設定 

９月  第三代会長に川原田理七氏就任 

３３年 ４月  土崎、寺内、新屋地区で「生活相談所」を開設 

３５年 ６月  事務所を旧感恩講内(大町六丁目)に移転 

３８年 ３月  第四代会長に長門一郎氏就任 

６月  秋田市善意銀行を開設 

３９年 ６月  第一回社会福祉大会を開催 

１０月  事務所を市役所庁舎内(山王)に移転 

４０年 ５月  低所得者に対し「福祉資金」の貸付けを開始 

８月  「心配ごと相談所」を開設 

４１年 ４月  社会福祉活動専門員を設置 

４２年 ８月  第五代会長に中泉俊雄氏就任 

４３年 ４月  家庭奉仕員派遣事業(市の委託事業)を開始 

４４年１０月  心配ごと相談所に「無料法律相談所」を併設 

５１年 ４月  盲人・ろうあ者ガイドヘルパー派遣事業(市の委託事業)を開始 

５２年 ４月  65 歳以上の一人暮らし老人を対象にヤクルトの配達を通じて「愛の一声運動」を開始

５５年 ７月  在宅福祉相談員を設置 

５６年 ３月  第六代会長に平沢四子男氏就任 

５７年 ４月  巡回入浴事業(市の委託事業)を開始 

４月  秋田市地方共同募金会事務局を本会事務局内に設置 

５８年 ３月  第七代会長に藤田逸氏就任 

５９年 ７月  事務所を太平物産ビル内(大町四丁目)に移転 

６０年１２月  事務所を市役所庁舎内(山王)に移転 
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６２年 ６月  ボラントピア事業の実施主体として事業の推進を開始 

７月  秋田市ボランティア連絡協議会が発足 

１０月  「ふれあいの祭典」を開催 

平成元年 ３月  第八代会長に岸金作氏就任 

４月  １億円を目標に「ボランティア基金」の募金を開始 

２年 ４月  共同募金の配分金による介護機器の貸出を開始 

 ４月  福祉教育推進事業を開始 

３年 ２月  「ボランティア基金」が１億円を突破 

４月  事務所を秋田市老人福祉センター内(八橋字戌川原)に移転 

４月  秋田市ボランティア基金の運用益による助成事業開始 

６月  国の「ふれあいのまちづくり事業」の指定を受け事業を開始 

４年 ９月  敬老の日に行われる「シルバー健康のつどい」への共催参加 

５年 ７月  福祉保健人材センター事業推進員を設置 

  チャリティーバザーを秋田市連合婦人会と共催で実施 

６年 ３月  平成 12 年(2000 年)を目標年次とした「第 1 次秋田市地域福祉活動計画」を策定 

４月  秋田市地区社会福祉協議会連絡会が発足 

１０月  秋田市ボランティアセンター(市の委託事業)を開設 

１２月  秋田パイロットクラブより軽移送車が寄贈され、「パイロット号」の貸出開始 

７年 ３月  ヤクルト配布による「愛の一声運動」を廃止 

  地区社福協が「定期的な友愛訪問活動」に取り組む 

４月  市民参加型ホームヘルパー派遣事業(市の委託事業)を開始 

  ホームヘルプサービスチーム運営方式を導入 

  市単独で福祉教育メニュー選択事業を開始（年５校） 

５月  ホームヘルパー３級養成研修を実施 

１０月  第九代会長に永井進之助氏就任 

８年 ４月  秋田市老人福祉センター（ふれあいセンター）の管理運営受託 

  高齢者の生きがいと健康づくり事業（市の委託事業）を開始 

  ホームヘルパー早朝夜間・休日の派遣を開始 

１１月  福祉協力員等合同研修会の開催 

９年 ３月  組織・財政問題検討委員会 中間報告 

  地域福祉活動メニュー選択事業活動交流会の開催 

４月  秋田市老人いこいの家（３館）の管理運営受託 

  ホームヘルパー派遣時間の拡充 
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１０年 ２月  地域福祉活動合同研修会の開催 

６月  全戸会員・会費制について組織・財政問題検討委員会より答申を受ける 

７月  理事会にて全戸会員・会費制について議決 

８月  評議員会にて全戸会員・会費制について議決 

９月  「全戸会員・会費制推進委員会」設置 

１１年 ３月  地域福祉活動合同研修会の開催 

１１年 ４月  秋田市社会福祉協議会「全戸会員・会費制」開始 

  難病患者等ホームヘルパー派遣事業の受託 

６月  福祉機器リサイクル事業の受託 

９月  居宅介護支援事業者として知事認可 

１０月  ホームヘルパー24 時間派遣開始 

１２年 １月  秋田市中央在宅介護支援センター運営事業（基幹型）の受託 

２月  ホームヘルパー事業所、訪問入浴事業所として知事認可 

４月  介護保険事業開始 

  中央地区福祉生活サポートセンター（福祉権利擁護事業）の受託 

１２月  ふれあいさん派遣事業開始 

１３年 ３月  第十代会長に細谷敏夫氏就任 

  日本財団からの助成により訪問入浴車１台を配備 

４月  赤い羽根共同募金会から軽移送車が寄贈される 

９月  安心探知機補助事業開始 

  福祉研修（車輌借上）補助事業開始（地区社協）４月から適用 

１４年     秋田県社会福祉協議会から優良社会福祉協議会表彰を受ける 

（ふれあいのまちづくり、ふれあいさん派遣事業、ネットワーク活動・地域サロンを

通した小地域活動、在宅福祉サービスの充実） 

 ４月  見守りネットワーク事業を地区社協、地区民児協等の協力で全市実施 

５月  精神障害者ホームヘルパー派遣事業の受託 

９月  事務所住居表示変更（八橋南一丁目８番２号） 

１５年 ２月  第２次地域福祉活動計画策定委員会の設置 

３月  日本財団からの助成により福祉車両３台を配備 

４月  支援費制度の導入に伴う事業所指定を受ける 

１０月  社会福祉法人設立 50 周年記念・平成 15 年度秋田市社会福祉大会開催 

  秋田市・河辺町・雄和町社会福祉協議会合併協議会の設置 

１６年 ２月  秋田市社会福祉協議会 50 周年記念誌「五十年のあゆみ」の発行 
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１６年 ３月  秋田市地域福祉活動計画「ふれあいまちづくり活動計画」策定 

  日本自転車振興会からの助成により訪問入浴車１台を配備 

８月  秋田市・河辺町・雄和町社会福祉協議会合併調印式 

１０月  秋田市・河辺町・雄和町社会福祉協議会合併認可を秋田市から受ける 

１７年 １月  秋田市・河辺町・雄和町社会福祉協議会合併（１月１１日） 

  秋田市社会福祉協議会河辺事務所・雄和事務所の設置 

  ホームヘルパー河辺事業所、河辺老人デイサービスセンター、居宅介護支援河辺事業

所、居宅介護支援せせらぎ事業所の開始 

  河辺・河辺せせらぎ苑・雄和耕心苑在宅介護支援センターの受託運営 

  雄和ふれあいプラザ・雄和農林漁家高齢者センター（耕心苑）の受託運営 

２月  日本財団からの助成により軽移送車１台を配備 

３月  第十一代会長に鈴木彪四郎氏就任 

４月  地域福祉トータルケア推進事業モデル外指定を受ける 

６月  秋田市社会福祉協議会職員給与等検討委員会の設置 

１８年 ４月  河辺老人デイサービスセンター指定管理者の指定を受ける 

  雄和ふれあいプラザ指定管理者の指定を受ける 

７月  平成 18 年度子育てサロンづくりモデル事業の指定を受ける 

  健康づくり・生きがいづくり支援事業開始 

１０月  障害者自立支援法の導入に伴う事業所指定を受ける（ホームヘルパー） 

１９年 ４月  秋田市老人福祉センター指定管理者の指定を受ける 

  秋田市老人いこいの家および秋田市雄和農林漁家高齢者センター指定管理者の指定

を受ける 

  秋田市地域包括支援センターの受託運営（基幹型・八橋・河辺） 

１０月  秋田わか杉大会ふれあい広場受託実施 

２０年 ７月  第３次地域福祉活動計画策定委員会の設置 

２１年 ３月  瀬下ワールドファミリー会より 原辰徳チャリティーカー 贈呈 

  第３次秋田市地域福祉活動計画「しあわせづくりプラン 2009」策定 

  日本財団からの助成により福祉車両４台配備 

１０月  秋田市地域自殺対策緊急強化事業（地域サロン強化事業、緊急食支援事業）実施 

２２年 ３月  日本財団からの助成により福祉車両３台配備 

  居宅介護支援せせらぎ事業所の廃止 

１０月  救急医療情報キット（安心キット）事業開始 

 ２３年 ３月  第十二代会長に野口良孝氏就任 
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２３年 ３月  東日本大震災の発生により被災地への職員派遣、支援物資の受け入れや配布、ボラン

ティアの派遣調整、秋田市に避難されている方々へアパートや一軒家等の紹介を実施

４月  地域元気アップ事業開始 

  八橋老人デイサービスセンター指定管理者の指定を受ける 

７月  敬老会検討委員会の設置 

２４年 １月  役員および評議員選任のあり方検討委員会の設置 

２月  日本財団からの助成により福祉車両２台配備 

３月  秋田市雄和農林漁家高齢者センターの廃止に伴い指定終了 

４月  地域支え合い体制づくり支援車両等貸出事業開始 

  介護支援ボランティア制度の受託（10 月実施） 

  郊外型はつらつくらぶ事業の受託 

  認知症予防事業（脳の健康教室）の受託 

８月  買い物支援用車両貸出事業開始 

２５年 ３月  日本財団からの助成により「ふれあいさん号」１台更新 

４月  秋田市川元地域包括支援センター社協の受託運営 

６月  第４次地域福祉活動計画策定委員会の設置 

９月  赤い羽根共同募金の助成により災害用倉庫とレスキューキッチン購入 

２６年 ３月  第４次秋田市地域福祉活動計画「しあわせづくりプラン 2014」策定 

  郊外型はつらつくらぶ事業の受託終了 

２７年 ２月  日本財団からの助成により福祉車両２台配備 

３月  秋田市地域包括支援センター（基幹型）の受託終了 

２８年 ２月  日本財団からの助成により福祉社両１台配備 

３月  訪問入浴事業所の廃止 

４月  高齢者生活支援体制整備事業の受託（河辺包括） 

２９年 １月  居宅介護支援せせらぎ事業所の開設 

  中央地区福祉生活サポートセンターから秋田市福祉生活サポートセンターに名称変

更 

４月  秋田市から河辺デイサービスセンターの建物等（土地除く）の無償譲渡を受ける 

７月  平成２９年７月からの大雨災害により秋田市ボランティアセンターにおいて秋田市

被災地を支援 

８月  高齢者生活支援体制整備事業の受託（八橋・川元包括） 

３０年 ４月  認知症支援推進員の配置（八橋包括） 

 ５月  大住、下新城、金足を中心とした大雨被害により災害ボランティアセンター 

を設置 

６月  第５次地域福祉活動計画策定委員会の設置 
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３０年 ７月  秋田市地域福祉おむすびネット開始 

３１年 ３月  第５次秋田市地域福祉活動計画「アクションプラン２０１９」策定 

令和元年 ５月  飯島南地区社会福祉協議会が設立 

 ６月  第十三代会長に黒崎義雄氏就任 

１０月  台風１９号の発生により、福島県・宮城県の被災地へ職員派遣 

２年 ２月  秋田市ボランティアセンターにおいて、茨島地区での浸水被害にあった世帯を支援 

３月  新型コロナウイルス感染拡大防止に関する市社協の方針を策定・周知 

  新型コロナウイルス感染症の影響による生活福祉資金特例貸付の受付対応（令和２年

３月２５日～令和４年９月３０日） 

４月  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から秋田市老人福祉センター、秋田市老人い

こいの家、雄和ふれあいプラザの一般利用の休止（４月１３日～５月１０日） 

８月  令和２年７月２７日からの大雨被害により秋田市ボランティアセンターにおいて下

浜地区の被災世帯を支援 

９月  秋田県中部地区郵便局長会と「災害等のボランティア確保の連携・協力」に関する協

定を締結 

１０月  株式会社秋田銀行・株式会社北都銀行と「災害等のボランティア確保の連携・協力」

に関する協定を締結 

１１月  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から令和２年度秋田市社会福祉大会を中止 

  安心キット「ファイル版」「携帯版」の配布開始 

３年 １月  日本郵便株式会社と「救急医療情報キット交付事業協力」に関する協定を締結 

 ３月  日本財団からの助成により河辺デイサービスセンターに福祉車両１台配備 

 ４月  ふれあいさん派遣事業の利用料を改定（500 円→800 円） 

  安心探知機補助事業を見直し、見守り機器助成事業を開始 

７月  令和３年７月１１日からの大雨被害により秋田市ボランティアセンターにおいて、添

川地区を中心に被災世帯を支援 

８月  赤い羽根共同募金の助成により災害ボランティアセンター設置に必要な資機材を購

入 

  秋田市元気な子どものまちづくり企業に認定 

 １０月  成年後見制度利用促進に係る中核機関運営業務を受託 

  秋田県社会福祉協議会から優良社会福祉協議会表彰受賞（地域福祉おむすびネット）

  全国社会福祉協議会から社会福祉協議会優良活動表彰受賞（     〃    ） 

  赤い羽根の助成により災害時に使用する備品購入 

１１月  川元地域包括支援センターを旭南に移転 

  新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から令和３年度秋田市社会福祉大会を中止 

４年 １月  秋田市権利擁護センター（成年後見制度利用促進事業（中核機関）、日常生活自立支

援事業、法人後見事業）を開設 
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４年 ７月  日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学と「包括的な連携協力」に関する

協定を締結 

 8 月  大雨災害により五城目町の被災地へ職員派遣 

１１月  赤い羽根の助成により軽トラックを購入 
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秋田市社会福祉協議会の主な事業 
 

●印…社協会費による事業 
●福祉機器の貸出 

介護者の負担の軽減等を図るため、所得税⾮課税世帯や短期間の利⽤を希望される⽅に福祉機器を無料 
で貸し出しします。台数に限りがありますので、電話でお問合せください。 
【貸出品⽬】介護⽤ベッド、エアマット、⾞いす、シャワーチェアー等 

 

●⾞いすの貸出 

市社協以外の市内の市⺠センター（北部・東部・南部・⻄部）、コミュニティセンター（浜⽥除く）、交流 
センター、38 ヶ所に⾞いすを設置し⾝近な地域で利⽤できるようにしています。 
利⽤は無料。短期間の使⽤のみ。 

 

●移送⾞貸出 

在宅で、通院、買い物、観光等で移送を必要とする⾼齢者、障がい児・者を抱える家庭へ軽移送⾞を貸し
出しします。⾞いすのまま乗り降りできます。使⽤は、無料ですが、ガソリン代は負担していただきま
す。運転⼿は、利⽤者の⽅で⼿配していただきます。 

 

●器具機材の貸出 
福祉団体、ボランティア団体、町内会、⼦ども会、⼦育てサークルなどの⾏事等で次の器具機材を必要と 
した場合、無料で貸し出しています。 
【貸出品⽬】グラウンドゴルフセット、綿あめ製造機、ポップコーン製造機、かき氷機、プロジェクター
（映像が⼤画⾯に）、スクリーン、暗幕、カラオケセット、⾼齢者疑似体験セット、体験⽤⾞いす、貸出
⽤おもちゃ、除雪道具等 

 

●ふれあいさん派遣 
病気やケガ、産前産後などで家事援助や介助等が必要な世帯に短期間、単発で⽣活⽀援するため、ふれ
あいさんを派遣します。 
【派遣⽇時】⽉〜⼟ 午前９時〜午後５時（祝⽇、年末年始は休み） 利⽤料：１時間 800 円 
【利⽤期間】１⽇４時間 原則２週間まで なお、産前産後については連続して 21 ⽇まで 

 

●⾒守り機器助成事業 

認知症⾼齢者、知的障がい者、精神障がい者を抱える世帯の⽅で道に迷ったり、⾃分の家がわからなく 
なるなどの恐れがあるなど不安を抱える世帯に対し、本⼈の位置情報を把握するための装置（GPS また 
は、GPS に類する機能を有する装置）の利⽤に伴う購⼊費⽤または、レンタル費⽤（半年分）に対して 
10,000 円を上限として補助します。 

 

●ふれあい福祉相談センター（TEL 863-6006） 

福祉、家庭、⽇常⽣活などの相談や専⾨機関をご紹介いたします。（在宅への訪問相談にも応じます） 
【相談⽇】⽉〜⾦ 午前９時〜午後４時（祝⽇・年末年始は休み） 

  また、毎⽉第３⽉曜⽇（第３が祝⽇の場合、第４⽉曜⽇）に弁護⼠による無料法律相談を⾏っ 
ています。予約必要。 
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●安⼼キット事業 

安⼼キットは、⾃宅で急に具合が悪くなるなど、万が⼀の時のために医療情報や緊急連絡先をすぐにわ 
かるようにすることで、救急隊がその情報を確認し、迅速な対応をする際に活かすものです。 
【配布内容】安⼼キットを希望する⽅には、「無料」で配布しています。配布数は 1 世帯につき 1 セット。 

 ・安⼼カード ・容器またはファイル ・ステッカー ・安⼼キット携帯版 
 

○⼿話通訳者設置事業  

聴覚障がい者等の⽇常⽣活及び社会⽣活におけるコミュニケーション⼿段のため⼿話通訳者を派遣しま
す。【受付】⽉〜⾦：午前８時 30 分〜午後５時 15 分  

      第１⼟：午前８時 30 分〜午後５時 15 分 （祝⽇・年末年始は休み） 

 

○ボランティアセンター（TEL 862-9774） 

ボランティア活動の相談やボランティア活動保険の加⼊⼿続きなどを⾏っています。 
【受付】⽉〜⾦：午前８時 30 分〜午後５時 15 分（祝⽇・年末年始は休み） 

 

○介護⽀援ボランティア（TEL 862-9774） 

 秋⽥市内にお住いの 65 歳以上の⽅が各受⼊期間でボランティア活動を⾏うことでスタンプがもらえ、貯 
まったスタンプをポイントに交換すると最⼤ 5,000 円の交付⾦が受け取れます。 
【主な活動先】介護施設、市⽴図書館、放課後クラブ・児童会館・児童センター、認知症カフェ 

 

○秋⽥市権利擁護センター（TEL 862-0102） 

「親の認知症が進んできて通帳や印鑑の管理もできなくなって困っている」「障がいのある⼦の親なき後 
のことが⼼配だ」「認知症や障がいなどで、⼀⼈で内容もわからないまま契約するのが⼼配だ」などの相 
談に対し、「成年後⾒制度」や「⽇常⽣活⾃⽴⽀援事業」等の活⽤をお⼿伝いする無料相談窓⼝です。 
相談の他、成年後⾒制度等に関するセミナーや出前講座も実施しています。 

 

○⽣活福祉資⾦貸付（TEL 838-6477） 

低所得世帯、障がい者世帯⼜は⾼齢者世帯などに対して次の資⾦の貸付窓⼝業務をしています。 

総合⽀援資⾦：⽣活⽀援費、住宅⼊居費、⼀時⽣活再建費 
福祉資⾦：福祉費、緊急⼩⼝資⾦ 
教育⽀援資⾦：教育⽀援費、就学⽀度費 
不動産担保型⽣活資⾦ 
概ねの資⾦申込に原則として連帯保証⼈が必要です。連帯保証⼈を⽴てた場合は無利⼦。連帯保証⼈が 
いない場合は据置期間経過後年 1.5％（緊急⼩⼝資⾦、教育⽀援資⾦、要保護世帯向け不動産担保型⽣活 
資⾦を除く） 

 

○市⺠⼩⼝資⾦貸付（TEL 838-6477） 

市内在住６ヶ⽉以上の低所得者が、⼀時的な出費を必要とする場合、６万円まで貸付しています。 

ただし、連帯保証⼈が必要です。また未成年者は対象外です。利息：無利⼦ 返済は 12 ヶ⽉以内 
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○ホームヘルパー事業所（秋⽥ TEL 838-7929、河辺 TEL 881-1205） 

在宅の⾼齢者、障がい者などに対して家事援助や⾝体介護などの⽇常⽣活を⽀援するため、ホームヘル 
パーを派遣いたします。365 ⽇ 午前６時〜午後 10 時 

利⽤料：（例）介護保険適⽤の場合 ⽣活援助（20 分以上 45 分未満） 183 円 
⾝体介護（30 分以上 1 時間未満）396 円 

 

○通所介護事業所（⼋橋 TEL 866-1343、河辺 TEL 883-2770） 

在宅の⾼齢者に⽇帰りで、⽇常動作訓練、健康チェック、⼊浴、⾷事、レクリエーションなどのサービス 
を提供します。利⽤者の居宅からデイサービスセンターまでの送迎も⾏います。 

【受付】⼋橋デイサービスセンター：⽉〜⼟ 午前８時 30 分〜午後５時 15 分 

河辺デイサービスセンター：⽉〜⾦ 午前８時 30 分〜午後５時 15 分 

利⽤料：基本料⾦＋各種加算料⾦＋⾷事代となります。（詳しくはご相談ください） 

 

○居宅介護⽀援事業所（秋⽥ TEL 883-1468、河辺 TEL 881-1203、せせらぎ TEL 827-3577） 

介護保険の⼿続きやケアプランの作成などを⾏い、介護サービスの利⽤を⽀援いたします。 

【受付】⽉〜⼟ 午前８時 30 分〜午後５時 15 分  利⽤料：無料 

 

○地域包括⽀援センター（⼋橋 TEL 883-1465、河辺 TEL 882-5565、川元 TEL 853-5968） 

⾼齢者の総合相談、介護予防マネジメント、虐待防⽌や権利擁護、⽀援困難事例等への指導など、⾼齢者 
が地域において⾃⽴した⽇常⽣活を営むことができるよう⽀援いたします。 

 【受付】⽉〜⾦ 午前８時 30 分〜午後５時（祝⽇・年末年始は休み） 

  

○⾼齢者⽣活⽀援体制整備事業（⼋橋 TEL 883-1465、河辺 TEL 882-5565、川元 TEL 853-5968） 

それぞれの地域の特性を活かし、どんな⽀え合いやサービスがあったらいいのか、地域のことをよく知
っている住⺠の皆さん、専⾨職の⽅、関係機関が連携しお互い⽀え合う仕組みを話合います。  
市社協では、⼋橋、河辺、川元地区に⽣活⽀援コーディネーター配置をして⽀え合いのある地域づくり 
を進める活動をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問い合わせ先 秋⽥市社会福祉協議会 TEL 862‐7445 FAX 863‐6068 
       河辺事務所 TEL 881‐1205 FAX 882‐3467 
       雄和事務所 TEL 886‐5071 FAX 886‐5077 
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秋⽥市社会福祉協議会では、地区社会福祉協議会・地区⺠⽣児童委員協議会・福祉団体・町内
会・福祉施設・ボランティア団体・⼦ども会・婦⼈会・⼦育てサークル・⽼⼈クラブ等、市⺠の各
種会合や⽀え合い活動等でご活⽤していただくために、下記の貸出⽤品を準備しております。 

利⽤料は無料です。但し、使⽤に伴う燃料や消耗品などは⾃⼰負担となります。 
ま た 、 運 び 出 し と 返 却 の 運 搬 は 借 り る 団 体 等 で ⼿ 配 を お 願 い い た し ま す 。  
詳 し く は 、 秋 ⽥ 市 社 会 福 祉 協 議 会 ま で 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。  

 

区 分 物 品 名 

〇行事・レクリエーション ・綿菓子機 ・ポップコーン製造機 ・かき氷機 

〇生きがい用品 

・室内用ペタンク ・スマイルボウリング ・グラウンドゴルフ 

・スロットボウル ・フロアカーリング ・室内用ペタンク 

・輪投げ（大人も子どもも一緒に楽しめます。） 

〇カラオケ・AV機器 
・カラオケセット ・プロジェクター（普通のビデオが大画面に） 

・ワイヤレスアンプ ・スクリーン  

〇福祉教育用品 ・高齢者疑似体験セット ・車いす（福祉教育）  

〇車 両 
・移送車（車いすに乗ったまま乗降できます） ・車両（8 人乗） 

・リフト付き車両（１０人乗り車いす含む） ・軽トラック 

〇除雪・災害関連用品 ・除雪機 ・発電機 ・炊き出し機器 

〇子育て支援おもちゃ 

・はいはいトンネル ・ロディニュー ・どこでもわなげ 

・ドレミマット ・うきうきアニマルセット 

・ウェイブバランス平均台 ・レインボーバランスストーン 

※他にもありますのでお問い合わせください。    

 
 
 
 

    

 

 
 
 
 
 

各種団体での行事や支え合い活動に貸し出し用品をご利用ください。 

【お申込み⽅法】 
  

① 電話または来所により空き情報を確認後、予約してください。 
② 当⽇までに申込書を記⼊してください。 
※ ⾞両貸し出しには、運転する⽅の免許書の写しを提出していただきます。 

【お問い合わせ先】 
  

 秋⽥市社会福祉協議会 
  秋⽥市⼋橋南⼀丁⽬８−２ 
  電話 ８６２−７４４５ 
  FAX ８６３−６０６８ 
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４５,２８０,０００円を予定
よ て い

しております。 

 

赤い羽根共同募金運動 
～令和４年１０月１日から１２月３１日まで～ 

 

 

    秋田市共同募金委員会 

〒010-0976 秋田市八橋南一丁目８－２ 

TEL:０１８－８６２－７４４５ 

FAX:０１８－８６３－６０６８ 

「赤い羽根 幸せつなぐ 心の羽（わ）」 

（令和４年度 キャッチコピー 最優秀賞） 

来
らい

年度
ね ん ど

のじぶんのまちを良
よ

くする事業
じぎょう

等
とう

に必要
ひつよう

な額
がく

は 

 
 

みなさまからの「あったけ 募金
ぼ き ん

」をよろしくお願
ね が

いいたします。 




